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9
月
29
日
、
日
本
教
育
会
館
で
第
76
回
大
手
建
設
・
住
宅
企
業
交
渉
に
向
け
て
の
交
渉
団
会
議
が
開

か
れ
ま
し
た
。
そ
の
中
で
、
長
谷
部
康
幸
全
建
総
連
賃
金
対
策
部
長
が
「
大
手
企
業
交
渉
の
経
過
・
到

達
点
と
現
場
従
事
者
の
組
織
化
・
現
場
運
動
と
の
結
合
・
展
望
に
向
け
て
」
と
題
し
て
講
演
を
行
な
い

ま
し
た
。
企
業
交
渉
の
歴
史
に
つ
い
て
語
っ
た
部
分
を
紹
介
し
ま
す
。
（
文
責
・
見
出
し
も
編
集
部
）

大
手
企
業
交
渉
を
中
心
に
、
全

建
総
連
と
し
て
ど
の
よ
う
に
運
動

し
て
き
た
か
を
お
話
し
ま
す
。

1
9
7
0
年
代
、
大
手
資
本
が

職
域
に
侵
入
し
て
き
ま
し
た
。
全

建
総
連
は
元
々
、
町
場
の
組
合
員

が
多
か
っ
た
の
で
す
が
、
そ
の
町

場
に
ハ
ウ
ス
メ
ー
カ
ー
が
侵
入
し

て
き
て
、
組
合
で
決
め
て
い
た
協

定
賃
金
が
守
ら
れ
な
い
状
況
に
な

り
ま
し
た
。
ま
た
関
東
圏
や
都
市

圏
を
中
心
に
、
組
織
構
造
の
変
化

で
野
丁
場
、
新
丁
場
に
従
事
す
る

仲
間
が
ふ
え
て
き
ま
し
た
。
こ
の

変
化
か
ら
も
町
場
主
体
の
協
定
賃

金
運
動
の
限
界
が
言
わ
れ
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
よ
う
な
中

で
、
対
大
手
建
設
資
本
と
の
集
団

的
・
組
織
的
な
闘
い
、
交
渉
が
必

要
だ
と
い
う
声
が
組
合
員
か
ら
も

上
が
っ
て
き
た
の
で
す
。

全
建
総
連
と
し
て
は
、
下
請
重

層
構
造
に
お
け
る
元
請
の
責
任
を

し
っ
か
り
追
及
し
て
い
こ
う
と
い

う
こ
と
と
、
集
団
的
労
使
関
係
の

構
築
と
交
渉
機
構
の
確
立
を
産
別

労
働
組
合
と
し
て
め
ざ
し
て
い
こ

う
と
い
う
方
針
を
提
起
し
ま
し

た
。
1
9
7
6
年
3
月
25
日
、
全

建
総
連
は
初
め
て
企
業
交
渉
を
実

施
。
住
宅
企
業
の
大
和
ハ
ウ
ス
、

ミ
サ
ワ
ホ
ー
ム
、
ナ
シ
ョ
ナ
ル
住

宅
（
現
、
パ
ナ
ホ
ー
ム
）
、
永
大

ハ
ウ
ス
に
対
し
て
「
低
賃
金
、
低

単
価
の
改
定
」
を
申
し
入
れ
、
各

社
よ
り
単
価
の
見
直
し
と
今
後
の

話
し
合
い
を
回
答
さ
せ
る
と
い
う

成
果
を
勝
ち
取
り
ま
し
た
。

現
場
の
実
態
を

従
事
者
か
ら

野
丁
場
従
事
者
が
組
合
員
に
ふ

え
て
い
く
中
で
、
1
9
8
3
年
に

東
京
都
連
（
都
連
）
が
首
都
圏
組

合
に
呼
び
か
け
て
、
建
設
省
・
労

働
省
・
業
界
団
体
そ
し
て
大
手
企

業
41
社
に
申
し
入
れ
を
行
な
い
ま

し
た
。
こ
の
時
に
は
、
ミ
サ
ワ
ホ

ー
ム
、
積
水
ハ
ウ
ス
、
ナ
シ
ョ
ナ

ル
住
宅
の
プ
レ
ハ
ブ
メ
ー
カ
ー
よ

り
、
特
定
タ
イ
プ
の
も
の
に
限
っ

て
大
工
の
賃
金
が
1
日
5
0
0
円

程
度
の
引
き
上
げ
に
な
る
よ
う
、

大
工
手
間
の
積
算
基
準
を
改
訂

し
、
下
請
工
務
店
に
対
し
て
賃
上

げ
を
実
施
す
る
よ
う
指
導
す
る

と
、
回
答
さ
せ
ま
し
た
。

同
時
に
組
合
の
中
で
、
こ
れ
ら

の
住
宅
企
業
に
従
事
す
る
も
の
が

い
る
の
か
、
組
合
員
の
な
か
に
賃

上
げ
の
波
及
効
果
が
あ
る
か
わ
か

ら
な
い
の
で
は
な
い
か
と
い
う
議

論
も
起
こ
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
住

宅
企
業
だ
け
で
な
く
ゼ
ネ
コ
ン
も

含
め
て
、
産
業
全
体
で
「
対
外
的

独
占
」
（
建
設
労
働
市
場
に
労
働

組
合
が
ふ
み
こ
み
、
労
働
協
約
を

使
用
者
と
結
び
下
支
え
を
し
て
賃

金
の
根
崩
し
を
さ
せ
な
い
こ
と
）

を
め
ざ
そ
う
と
い
う
こ
と
か
ら
企

業
従
事
者
で
集
会
を
行
な
う
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

そ
れ
が
1
9
8
4
年
の
「
3
・

25
大
手
建
設
・
住
宅
資
本
下
請
従

事
者
決
起
集
会
」
で
す
。
東
京
の

小
金
井
市
で
開
か
れ
た
集
会
で
ア

ン
ケ
ー
ト
を
と
っ
た
と
こ
ろ
、
野

丁
場
従
事
者
が
70
人
、
住
宅
企
業

従
事
者
が
26
人
い
ま
し
た
。
そ
の

従
事
者
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
個
別

に
行
な
い
、
現
場
の
実
態
が
訴
え

ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
こ
の
集
会

を
契
機
に
「
建
設
・
住
宅
資
本
と

の
対
決
」
を
し
っ
か
り
進
め
よ
う

と
な
り
、
日
本
の
建
設
労
働
運
動

の
歴
史
で
、
初
め
て
「
総
資
本
と

総
労
働
」
の
関
係
が
生
ま
れ
た
の

で
す
。
集
会
で
は
現
場
の
実
態
に

つ
い
て
決
議
し
、
大
手
企
業
に
決

議
文
を
郵
送
し
ま
し
た
。

同
年
の
9
月
26
日
、
第
1
回
の

秋
期
企
業
交
渉
を
ビ
ッ
グ
ゼ
ネ
コ

ン
5
社
、
住
宅
企
業
7
社
、
日
建

連
（
日
本
建
設
団
体
連
合
会
）
、

全
建
（
全
国
建
設
業
協
会
）
、
プ

レ
協
（
プ
レ
ハ
ブ
建
築
協
会
）
と

実
施
。
こ
の
時
期
に
、
関
東
各
県

連
・
組
合
か
ら
専
従
者
を
1
人
以

上
が
選
任
さ
れ
た
関
東
地
協
賃
金

対
策
事
務
局
が
発
足
し
ま
し
た
。

そ
し
て
、
翌
1
9
8
5
年
か
ら
春

期
・
秋
期
、
年
2
回
の
企
業
交
渉

が
開
始
さ
れ
た
わ
け
で
す
。

確
認
書
は

労
働
協
約
へ

関
東
地
協
の
企
業
交
渉
運
動
は

全
国
に
波
及
し
、
1
9
8
7
年
に

は
7
地
方
協
議
会
で
実
施
さ
れ
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
運
動
の
進

展
で
、
積
水
ハ
ウ
ス
で
は
後
継
者

・
技
能
労
働
者
に
関
わ
る
問
題
を

専
門
に
担
当
す
る「
職
能
厚
生
部
」

が
設
置
さ
れ
、
ま
た
1
9
9
0
年

代
前
半
に
発
生
し
た
不
正
献
金
、

ゼ
ネ
コ
ン
汚
職
問
題
で
は
、
企
業

交
渉
の
際
に
追
及
、
本
社
前
で
の

抗
議
行
動
等
を
実
行
し
、
鹿
島
建

設
で
は
副
社
長
が
対
応
し
約
3
0

0
人
の
仲
間
の
前
で
謝
罪
し
ま
し

た
。
さ
ら
に
「
不
払
い
問
題
」
で

は
、
関
東
地
協
と
し
て
大
衆
動
員

を
か
け
て
問
題
解
決
す
る
事
例
を

生
み
出
し
ま
し
た
。
労
働
組
合
の

生
命
線
は
、
正
念
場
で
決
定
的
な

大
衆
動
員
が
で
き
る
こ
と
で
す
。

労
働
者
が
組
合
に
団
結
し
て
、
数

の
力
で
資
本
に
立
ち
向
か
っ
て
い

く
こ
と
が
重
要
な
点
で
す
。

関
東
地
協
の
企
業
交
渉
は
、
現

在
は
40
社
程
度
と
行
な
っ
て
い
ま

す
。
1
9
9
0
年
代
に
バ
ブ
ル
の

崩
壊
で
低
賃
金
・
低
単
価
の
押
し

付
け
が
横
行
し
、
そ
の
後
交
渉
企

業
先
の
倒
産
・
民
事
再
生
が
相
次

ぎ
、
企
業
交
渉
の
な
か
で
の
不
払

い
対
策
の
要
求
が
高
ま
り
ま
し

た
。
ま
た
、
90
年
代
に
は
労
災
問

題
も
多
発
し
ま
し
た
。
そ
の
よ
う

な
状
況
か
ら
交
渉
で
、「
労
働
安
全

確
認
書
」（
1
9
9
3
年
10
月
〜
）、

「
建
退
共
普
及
促
進
確
認
書
」（
1

9
9
9
年
4
月
〜
）、「
不
払
い
解

決
確
認
書
」（
2
0
0
1
年
10
月

〜
）、「
ア
ス
ベ
ス
ト
安
全
確
認
書
」

（
2
0
0
2
年
10
月
〜
）
と
、
課

題
ご
と
で
確
認
書
を
企
業
に
要
求

し
ま
し
た
。
基
本
は
書
面
で
取
り

交
わ
す
、
労
働
協
約
に
つ
な
げ
て

い
く
も
の
で
す
。
現
在
、
い
く
つ

か
の
住
宅
企
業
と
は
確
認
書
が
交

わ
さ
れ
、
現
場
単
位
で
は
ゼ
ネ
コ

ン
と
も
交
わ
さ
れ
て
い
ま
す
。

企業交渉へ向かう参加者の
シュプレヒコール

長谷部さん

2
0
0
1
年
、
関

東
地
協
と
し
て
初
の

大
規
模
な
現
場
宣
伝

を
デ
ィ
ズ
ニ
ー
シ
ー

現
場
で
実
施
。
こ
の

現
場
で
労
災
事
故
、

不
払
い
問
題
が
多
発

し
、組
合
員
も
被
災
、

被
害
を
受
け
る
と
い

う
こ
と
が
起
き
て
い

ま
し
た
。
従
事
者
集

会
で
こ
の
現
場
に
多

く
の
組
合
員
が
従
事

し
て
い
る
と
わ
か

り
、舞
浜
駅
前
で
宣
伝
を
行
な
い
、

注
目
を
浴
び
ま
し
た
。

企
業
交
渉
は
、
従
事
者
の
声
を

聞
く
こ
と
か
ら
始
ま
っ
て
い
ま

す
。
し
た
が
っ
て
従
事
者
の
組
織

や
会
議
は
継
続
し
て
行
な
っ
て
き

た
の
で
す
が
、
2
0
0
6
年
に
東

京
土
建
で
資
本
従
事
者
組
織
の

「
Ｐ
Ａ
Ｌ
」
を
結
成
し
ま
し
た
。

こ
れ
を
契
機
に
関
東
の
組
合
を
中

心
に
資
本
従
事
者
の
会
の
結
成
が

続
き
ま
し
た
。
従
事
者
の
会
の
メ

ン
バ
ー
が
次
々
と
企
業
交
渉
に
参

加
す
る
よ
う
に
な
り
、
個
別
具
体

的
（
駐
車
場
問
題
、
産
廃
処
理
費

用
・
リ
フ
ト
使
用
代
・
職
長
会
費

の
徴
収
等
）
な
問
題
も
出
さ
れ
、

企
業
交
渉
が
活
発
な
も
の
に
な
っ

た
の
で
す
。

業
界
の
大
変
動

の
中
で

2
0
0
7
年
に
は
国
交
省
が

「
建
設
業
法
令
順
守
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
」
を
出
し
、
組
合
は
建
設
業
法

に
基
づ
く
元
請
責
任
の
追
及
を
強

め
ま
し
た
。
2
0
0
9
年
に
は
日

建
連
が
「
人
材
確
保
・
育
成
に
関

す
る
提
言
」
を
発
表
。
業
界
団
体

と
し
て
は
初
め
て
目
標
年
収
を
示

し
、
優
良
技
能
者
の
目
標
年
収
を

6
0
0
万
円
と
し
ま
し
た
。
提
言

に
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
建
設
業

で
は
労
働
協
約
が
あ
っ
て
賃
金
が

下
支
え
さ
れ
て
い
る
と
し
、
将
来

的
に
は
日
本
で
も
労
働
協
約
が
必

要
で
あ
ろ
う
と
示
唆
さ
れ
ま
し

た
。
現
在
、
国
で
も
そ
の
よ
う
な

動
き
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

2
0
1
2
年
以
降
、
国
交
省
の

社
会
保
険
未
加
入
対
策
、
公
共
工

事
設
計
労
務
単
価
の
政
策
的
引
上

げ
が
推
し
進
め
ら
れ
ま
し
た
。
企

業
交
渉
の
主
軸
も
現
場
問
題
と
賃

金
・
契
約（
法
定
福
利
費
確
保
）、

健
保
適
用
除
外
対
応
な
ど
に
な
り

ま
し
た
。
ま
た
、
2
0
1
8
年
の

日
建
連
「
労
務
費
見
積
り
尊
重
宣

言
」
が
発
表
さ
れ
、
論
議
が
進
め

ら
れ
ま
し
た
。

2
0
1
7
〜
2
0
1
8
年
で

は
、
大
成
建
設
の
「
新
国
立
競
技

場
」、「
丸
の
内
3
―
2
」現
場
で
の

闘
争
を
行
な
い
、
企
業
交
渉
で
の

追
及
に
よ
っ
て
個
別
現
場
で
の
改

善
・
合
意
事
項
が
確
認
さ
れ
ま
し

た
。
そ
し
て
2
0
1
7
年
以
降
の

働
き
方
改
革
関
連
法
、
2
0
1
9

年
か
ら
の
建
設
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ

シ
ス
テ
ム
稼
働
、
2
0
2
0
年
か

ら
の
新
型
コ
ロ
ナ
対
策
等
が
企
業

交
渉
で
論
議
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

国
、
業
界
団
体
と
し
て
の
政
策

も
技
能
者
の
処
遇
改
善
に
目
が
向

け
ら
れ
て
、
Ｃ
Ｃ
Ｕ
Ｓ
と
い
う
建

設
業
に
お
け
る
具
体
的
な
イ
ン
フ

ラ
が
整
備
さ
れ
ま
し
た
。
企
業
交

渉
の
内
容
も
よ
り
具
体
化
し
て
い

き
、
そ
こ
に
は
従
事
者
の
組
織
の

参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

企
業
交
渉
は
こ
の
20
年
間
だ
け

を
見
て
も
、
さ
ま
ざ
ま
な
意
味
で

発
展
を
し
て
き
て
い
る
と
い
う
こ

と
が
で
き
ま
す
。

東京土建ＰＡＬの結成総会

大衆的な行動で交渉をすすめました（2008年春の交渉の様子）

元
請
責
任
を
追
及
す
る

産
別
と
し
て
交
渉
機
構
確
立
へ

東
京
土
建
が
Ｐ
Ａ
Ｌ
結
成

交
渉
内
容
が
よ
り
個
別
具
体
的
に


